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五
月
の
空
が
ま
ば
ゆ
い
。

　
勝
本
港
を
見
下
ろ
す
能
満
寺
。

曽
良
の
眠
る
墓
に
参
る
。
水
差

し
か
ら
水
が
た
ぷ
た
ぷ
と
溢
れ

で
る
。
線
香
の
煙
が
一
陣
の
風

に
巻
き
上
げ
ら
れ
て
い
く
。

「
曽
良
さ
ん
・
・
」

　
情
に
厚
く
、
正
直
な
人
柄
で

松
尾
芭
蕉
の
日
常
生
活
を
助
け

た
人
よ
。
「
奥
の
細
道
」
の
旅
に

同
行
、
随
行
日
記
を
書
き
続
け

た
人
よ
。
芭
蕉
が
不
帰
の
客
と

な
っ
た
の
ち
、
江
戸
大
火
な
ど

の
不
安
を
越
え
て
、
役
人
と
し

て
西
海
道
巡
見
使
の
一
員
に
。

「
曽
良
さ
ん
、
お
役
人
ば
さ
れ

た
と
で
す
か
」

　
ふ
い
に
青
風
が
吹
き
す
ぎ
て

天
空
へ
と
駆
け
上
が
っ
て
い

く
。
芭
蕉
を
支
え
、
神
道
や

地
誌
の
学
問
を
こ
つ
こ
つ
と

修
め
、
人
生
の
最
後
に
師
や

役
人
と
し
て
、
誠
実
に
仕
事

の
記
録
を
残
し
た
曽
良
の
道
。

三
百
年
経
た
今
で
も
そ
の
一

途
で
義
理
堅
い
道
は
残
り
続

け
て
い
る
。
壱
岐
の
島
の
海

も
風
も
空
も
港
の
裏
通
り
も

鮮
明
に
記
憶
す
る
。

　
お
世
話
に
な
っ
た
中
藤
家
の

墓
に
も
木
漏
れ
日
が
お
ど
る
。

二
十
二
日
の
命
日
も
近
い
。
曽
良

の
海
道
を
辿
る
旅
に
で
よ
う
か
。

筒城浜で自由時間を過ごす生徒たち

ロボットと大震災の写真を見る児童たち

記念碑前で行われた除幕式

カーネーションを買う女の子

新
し
い
椅
子
④

長
崎
県
立
壱
岐
高
校

野
中
光
治 

校
長

　

諫
早
高
校
副
校
長
か
ら
の
着

任
。
専
門
は
数
学
。
53
歳
。

　

四
国
・
松
山
出
身
で
、
壱
岐

の
風
景
は
、
心
の
原
風
景
の
よ

う
。
波
の
音
を
聞
き
、
海
を
見

な
が
ら
歩
く
こ
と
が
出
来
る

の
は
素
晴
ら
し
い
。
気
分
転

換
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も
効

果
が
あ
る
の
で
は
。

　

28
年
目
を
迎
え
た
教
員
生
活

の
振
り
出
し
は
島
原
農
業
。
壱

岐
は
平
成
元
年
か
ら
の
7
年
間

に
続
い
て
2
度
目
の
赴
任
。
校

舎
は
変
わ
り
別
の
高
校
の
よ
う

に
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
高

校
か
ら
見
え
る
郷
ノ
浦
港
の
眺

め
、
町
並
み
は
あ
ま
り
変
わ
っ

て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

　

壱
岐
高
校
の
生
徒
た
ち
は
、

笑
顔
で
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
明

る
い
生
徒
た
ち
。
生
徒
数
は
9

ク
ラ
ス
か
ら
6
ク
ラ
ス
に
減
っ

て
は
い
る
が
、
3
年
生
の
進
路

希
望
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
き

ち
ん
と
進
路
を
実
現
さ
せ
た

い
。「
出
口
の
保
証
」
こ
れ
は

保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
期

待
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
学
校

を
目
指
し
た
い
。

　

前
回
の
赴
任
で
は
、
電
通
部

（
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
）
の
顧
問
を

し
て
い
た
。
今
回
、
無
線
機
を

持
っ
て
き
て
お
り
、
週
末
に
短

い
時
間
で
は
あ
る
が
、
電
波
を

飛
ば
し
て
い
る
。
福
岡
方
面
に

つ
な
が
る
の
で
は
と
思
い
、
錦

浜
か
ら
試
し
て
み
た
こ
と
も
。

　
「
汝　

何
の
た
め
に　

そ
こ
に

あ
る
や
」
こ
の
言
葉
を
常
に
意

識
し
、「
私
は
こ
こ
で
や
る
べ
き

こ
と
が
あ
る
。
何
を
な
す
べ
き

か
」
と
考
え
な
が
ら
、
独
断
的

に
な
る
こ
と
な
く
和
を
大
切
に

し
て
、
ど
こ
の
高
校
で
も
教
鞭

を
と
っ
て
き
た
と
い
う
。

　

ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
し
た
風

貌
の
中
に
、
の
ぞ
く
教
育
へ

の
情
熱
が
感
じ
ら
れ
、
期
待

が
か
か
る
新
校
長
。

壱岐で思い出づくりしよう
京都市・大枝中の3年生来島
本年度・修学旅行の第 1陣

　
今
年
の
修
学
旅
行
の
第
一
陣

と
し
て
、
京
都
市
立
大
枝
中

学
校
の
3
年
生
の
6
ク
ラ
ス

１
７
３
人
と
教
職
員
12
人
が
10

日
午
後
3
時
55
分
、
芦
辺
港
着

フ
ェ
リ
ー
で
来
島
、
壱
岐
観
光

協
会
の
職
員
ら
関
係
者
が
歓
迎

の
横
断
幕
を
手
に
出
迎
え
た
。

　
生
徒
全
員
が
下
船
す
る
の
を

待
ち
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
横
の
広
場

で
入
島
式
が
開
か
れ
、
生
徒
の

代
表
た
ち
が
「
さ
あ
、
壱
岐
で

思
い
出
づ
く
り
を
し
よ
う
。
海

を
楽
し
も
う
」
な
ど
と
英
語
を

使
い
書
か
れ
た
横
断
幕
を
前
に

歓
迎
に
感
謝
す
る
な
ど
と
し
た

挨
拶
、
同
協
会
の
記
念
品
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど
あ
り
、
一
行
は

猿
岩
や
鬼
の
岩
屋
見
学
な
ど
、

初
日
の
コ
ー
ス
に
バ
ス
6
台
に

分
乗
し
て
出
発
し
た
。
　
　

　
二
日
目
は
、
午
前
中
に
辰

ノ
島
に
わ
た
り
、
午
後
か
ら

筒
城
浜
海
水
浴
場
で
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
や
サ
ッ
カ
ー
を
し
た

り
、
波
打
ち
際
を
散
歩
す
る

な
ど
し
て
、
美
し
い
壱
岐
の

島
の
海
を
楽
し
ん
だ
。

　
修
学
旅
行
に
同
行
し
た
岡
村

信
行
校
長
は
「
当
初
関
東
方
面

へ
の
旅
行
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

な
ど
か
ら
壱
岐
に
来
る
こ
と
に

な
っ
た
。
壱
岐
の
月
読
神
社
と

松
尾
大
社
、
歴
史
上
で
の
京
都

と
の
つ
な
が
り
な
ど
面
白
い
。

自
然
環
境
も
素
晴
ら
し
く
、
強

風
の
影
響
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変

更
も
あ
っ
た
が
、
物
作
り
体
験

も
で
き
て
来
れ
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
と
話
し
た
。

　
2
泊
3
日
の
予
定
で
来
島
し

て
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
づ

く
り
を
し
た
修
学
旅
行
生
た
ち

は
12
日
午
前
11
時
15
分
発
フ
ェ

リ
ー
で
壱
岐
の
島
を
後
に
し
た
。

平
和
祈
り
記
念
碑
建
立
、除
幕

市
連
合
遺
族
会
・
壮
年
部
解
散
で

　
市
連
合
遺
族
会
・
壮
年
部
（
辻

村
勝
利
部
長
）
は
、
遺
児
の
高

齢
化
と
減
少
傾
向
な
ど
に
よ
り
、

こ
の
ほ
ど
改
革
＝
解
散
＝
を
決

め
、
こ
れ
を
機
に
永
遠
の
平
和

を
願
い
、
記
念
碑
を
芦
辺
町
国

分
の
忠
魂
碑
横
に
建
立
し
た
。

　
記
念
碑
の
除
幕
式
が
7
日
、

山
本
啓
介
県
議
、
市
山
繁
市

議
会
議
長
ら
来
賓
は
じ
め
多

く
の
関
係
者
が
出
席
し
て
行

わ
れ
、
「
平
和
の
祈
り
」
と
揮

ご
う
さ
れ
た
高
さ
約
１
・
４
㍍

の
碑
が
披
露
さ
れ
た
。

　
同
壮
年
部
は
昭
和
48
年
9

月
16
日
、
「
壱
岐
郡
連
合
遺

族
会
青
年
部
」
と
し
て
発
足

し
て
以
来
39
年
が
過
ぎ
、
青

年
部
か
ら
壮
年
部
と
な
り
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

「
僕
た
ち
も
復
興
の
手
伝
い
し
た
い
」

ア
ニ
メ
ロ
ボ
ッ
ト
初
山
小
へ

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
を
奇

跡
的
に
逃
れ
、
宮
城
県
塩
釜
市

の
県
立
塩
釜
高
校
の
生
徒
た
ち

が
制
作
し
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の

人
気
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ゲ
ル
グ
グ
」
と
「
ガ
ン
ダ
ム

ア
レ
ッ
ク
ス
」
が
郷
ノ
浦
町
、

初
山
小
学
校
・
体
育
館
に
、
震

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
写
真
と
展

示
さ
れ
て
い
る
。

　
江
浪
俊
彦
校
長
は
「
ち
ょ
う

ど
避
難
訓
練
な
ど
あ
り
、
児
童

た
ち
38
人
の
意
識
を
高
め
る
上

で
も
と
て
も
良
い
教
材
に
な
り

ま
す
」
と
話
し
、
5
年
生
の
山

内
海
皇
く
ん
、
6
年
生
の
山
口

達
暉
君
の
二
人
は
「
大
き
く
て

か
っ
こ
よ
く
て
見
ら
れ
る
の
は

う
れ
し
い
け
ど
、
写
真
を
見
る

と
か
わ
い
そ
う
。
復
興
の
手
伝

い
を
僕
た
ち
も
し
た
い
」
な
ど

と
元
気
に
話
し
て
く
れ
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
・
チ
ー
ム
防
人
の
中

山
忠
治
さ
ん
が
宮
城
県
の
青

少
年
科
学
館
か
ら
引
き
取

り
、
「
小
金
丸
幾
久
記
念
館
」

に
展
示
し
て
い
た
。

捜
査
中
の
男
性

水
　
死

　
8
日
午
前
11
時
58
分
頃
、
勝

本
町
内
の
漁
港
で
、
同
町
、
無

職
、
石
川
良
稔
さ
ん
（
55
）
が
、

水
深
約
5
㍍
の
海
底
で
発
見
さ

れ
た
が
死
亡
し
て
い
た
。
　
　

　
壱
岐
署
に
よ
る
と
、
石
川
さ

ん
は
6
日
午
後
5
時
頃
、
1
人

で
外
出
し
た
ま
ま
帰
宅
し
て
お

ら
ず
、
家
族
か
ら
の
届
け
出
を

受
け
捜
索
し
て
い
た
。

延べ 1万人の人出
郷ノ浦八日市にぎわう

　
瀬
戸
か
ら
始

ま
っ
た
市
内
5

浦
を
巡
る
春
の

市
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
・
郷
ノ
浦
八

日
市
が
今
年
も

「
母
の
日
」
の

13
日
、
同
町
内

の
本
町
通
り

前
下
ル
町
、
中

央
橋
付
近
な

ど
一
帯
で
開
か

れ
の
延
べ
一
万

人
（
壱
岐
署
調

べ
）
の
人
出
が

あ
っ
た
。

　
当
日
は
天
候

に
恵
ま
れ
市
内
各
地
か
ら
の
家

族
連
れ
や
か
い
も
の
客
ら
で
に

ぎ
わ
い
、
今
年

も
日
用
雑
貨

や
陶
器
、
花

や
野
菜
の
種

苗
、
飲
食
店

な
ど
の
露
店

が
軒
を
連
ね

る
中
を
、
買

い
物
客
ら
は

込
み
合
う
道

を
、
縫
う
よ
う

に
散
策
、
駐

車
場
で
の
イ

ベ
ン
ト
を
楽

し
み
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

で
掘
り
出
し

物
を
探
す
市

民
ら
の
姿
も

見
ら
れ
、
皆
が
市
の
日
曜
日
を

満
喫
し
て
い
た
。


